
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校だより「開 桜」１月号  

令 和 ４ 年 １ 月 １ １ 日 

大 田 区 立 開 桜 小 学 校 

校 長  森  伸 一 

 

 

１１日（火）始業式 ４校時授業 水曜時程 

１２日（水）４校時授業 給食始 委員会活動 

 書き初め 安全指導 

１３日（木）５校時授業 

避難訓練（地震・起震車体験） 

１４日（金）体育朝会（高学年） 

      サポートルーム保護者会  

１８日（火）体育朝会（低学年） 

サポートルーム指導開始 

１９日（水）４校時授業 クラブ活動 

２１日（金）開校２０周年記念開桜コンサート  

２２日（土）学校公開 ４校時授業 

２４日（月）全校朝会  

２５日（火）5 校時授業 図書委員会発表集会 

２７日（木）水曜時程 ５校時授業 児童集会 

２８日（金）水曜時程 ５校時授業 

      クラブ活動 

 

※SC（ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ）在校日…火・木 

◆開桜小健康チャレンジ週間 １／１４～１／２３ 

◆体育系週間        １／１２～１／２２ 

◆開桜小読書週間      １／２４～２／４ 

学校だより 

１月の生活目標 

 
        

 

 

生活・保健部  

「言葉」には、うれしい気持ちになる言

葉や悲しい気持ちになる言葉があります。

言葉のつかい方で、相手が受け止めるあな

たの印象が決まります。何気なくつかって

いる言葉は、相手にとって気持ちの良い言

葉でしょうか。今一度考えてみましょう。

仲良く楽しく学校生活を送るために、相手

の気持ちを考え、時と場に応じた言葉づか

いができると良いですね。 

  ご家庭でも、家族や地域の方との関わり

の中で、気持ち良く生活できるように、よ

りよい言葉遣いができているか、どんな言

葉がふさわしいか、話題にしていただける

とありがたいです。 

言葉遣いに気をつけましょう 

開 桜 
   

副校長  

 

         新年明けましておめでとうございます。 

        『令和４年』がスタートしました！！ 

         本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

 今年のお正月はどのようにお過ごしになられたでしょうか。 

皆さま、穏やかで有意義な時間を過ごされたことと思います。 

コロナ禍で新しい生活様式が根付く中、少しずつ感染者数が 

減少していることに伴い、様々な制限が緩和されてきています。

全てが今まで通り！とはいきませんが…。ご自身や周りの方、 

そして地域を感染拡大から守るため、それぞれの日常生活にお 

いて、ご自身に合った「新しい生活様式」を実践していけると 

よいですね。学校でも引き続き、毎日の健康観察、マスクの着 

用、手洗い、換気等を徹底して参ります。 

 

今年の干支は、『壬寅（みずのえとら）』です。「壬」は「妊 

に通じ、陽気を下に孕む」、「寅」は「螾に通じ、春の草木が生 

ずる」という意味があるそうです。つまり『壬寅』は、厳しい 

冬を越えて芽吹き始め、新しい成長の礎となるイメージです。 

冬が厳しいほど春の芽吹きは生命力に溢れ、華々しく生まれる 

年になると言われています。そして「寅」は古来より神か精霊 

に近い存在とされ、威徳をもって邪気を祓い、逞しい脚と鋭い 

爪で、運をしっかりと掴み取ると信じられています。 

さあ、新たな年の始まりです！！コロナで強いられた厳しい 

日々を“冬“と例えるならば、新しい年は少しでも安心して過 

ごせる、明るく華々しい１年となることを願います。まだまだ 

生活環境に不安が重なる昨今ではありますが、邪気を祓い、運 

を掴み取れる１年にしていきましょう！２０２２年が皆さまに 

とって素晴らしい１年となりますように♪ 

 

 ３学期は、開校２０周年の締めくくりの学期となります。 

保護者の皆様、地域の方々のご理解、ご協力のもと、教職員の 

創意工夫と子供たちの熱意により、６月には開校２０周年記念 

集会、９月には開校２０周年記念式典を行うことができました。 

また、体育学習発表会や学芸会も規模を縮小したり内容を工夫 

したりして行うことができました。１月下旬には、昨年度実施 

を見送った“開桜コンサート”を行う予定です。コロナ禍での 

実施となるため、例年通りとは参りませんが、実施方法や内容 

を工夫して、子供たちが生き生きと発表する様子をご覧いただ 

ければと思っております。本年も本校の教育活動にご理解、ご 

協力をよろしくお願い申し上げます。 

 

 



 

学校だより「開 桜」１月号  

 

専科の窓（音楽科・図工科・家庭科・算数習熟度別） 

               音楽科担当  

限られた授業時間の中で、毎時間少しずつリズ

ムや歌、打楽器などでの表現活動を多く取り入れ

てきました。苦手だった子供たちも、のびのびと

活動しながら笑顔で取り組むようになってくれた

のが、音楽科としての喜びです。まだまだコロナ

感染拡大防止のため、リコーダーや鍵盤ハーモニ

カを使った合奏などは制限されていますが、マス

クをしていても歌うことや伝えること・表現する

ことの大切さ、演奏したときの達成感を味わうこ

とができているのではないかと思います。また、

表現することと共に、「音楽は、耳と心で聴く」と

いうことを伝えています。今までは聴こえなかっ

た素敵な音を、これからもたくさん聴いてほしい

と思います。 

 

                図工科担当 

 今年の図工は「TRY」をテーマに取り組んでいま

す。図工の学習では、様々な材料や用具を使い、手

や体全体を働かせて表すことが大切です。様々な材

料のよさに触れられるように、なるべく多様な材料

を使った題材を考えるとともに、実際にやってみて

材料の特徴をつかみ、どのように活用するかを考え

たり、自分の見方や感じ方を広げたりして試行錯誤

しながら活動できるように心掛けています。子供た

ちは、のこぎりで木を切ったり、釘打ちしたりする

活動に夢中になって取り組み、愛着をもってつくっ

た作品を嬉しそうに見せてくれます。また、

chromebook を使って活動の仕方を考えるなど、

ICT も効果的に活用して活動しています。 

                家庭科担当  

 コロナ禍で感染拡大防止対策が続く中、家庭科で

は調理実習が出来ない１・２学期でした。子供たち

は「調理したい。」という思いを我慢して、栄養や調

理の学習を頑張りました。学んだことを家庭に持ち

帰り、ゆでる調理や炒める調理に取り組みました。

ご家庭でのご協力のおかげで、調理を体験すること

ができています。ありがとうございます。手縫いや

ミシン縫いの作品作りには楽しんで取り組み、嬉し

そうに持ち帰りました。学んだ技能や知識を、家族

を助けるために役立て、より豊かな家庭生活になる

ように工夫する人になってほしいと願っています。 

 

 

 

     習熟度別指導担当  

 こんなことがありました。ある子が問題を解けな

くて困っていた様子を察した友達が、「ここは 5/5

で満たんだから１になるんだよ。」と、こっそりア

ドバイスをしに行きました。教えてもらったその子

も「あっそうか。できた。ありがとう。」と、解きま

した。算数に苦手意識をもつ子供たちだったので驚

きましたが、子供同士の学び合い、教え合いの素敵

な場面でした。 

 今後も、 開桜小の子供たちの優しい雰囲気を大

切に、授業を進めていきたいと思っております。

３学期は登校日数が５２日しかありませんが、し

っかりまとめていきます。ご家庭でも確認をお願

いします。 

 

 

                                       ２年担任 

開桜小学校の生活科では、様々な活動を通して気付いたことや発見したことから学びを深めていくことを

大切にしています。２年生では毎年、「開桜子ども郵便局」に取り組んでいます。校内にポストを設置し、２

年生児童が郵便局員になって全校児童が書いた葉書を休み時間に仕分けし、配達する活動をしています。仕

事内容を知るだけでなく、実際に活動を通して体験することで様々なことを感じる貴重な機会になっていま

す。これからも、子供たちが主体的に学びたいと思う活動を行っていきたいと思います。 

 

 

 

 

 


